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審査 の 結果 の要旨

氏名 澄田 有紀

本研究は電子カル テ シ ス テム に必要な機能､ 機能間 の静的な 関係, 機能 の 記述要素

(F u n ct i o n a l D e s c r i p t i v e E l e m e n t ､ 以下F DE とする) ,
FD E 間の 静的な関係 , 機能とF D E 間の静

的な 関係を表現する記述形式 を提案するも の で ある ｡ 病院情報 シ ステム の精度向上 にむ けた機

能モ デル開発 とい う研究課題を ､ 長期間にわた り電子カル テ シ ス テムが導入 されて い る複数 の

病院で詳細な調査 を行い
, 電子カル テ シス テム設計に必須 とな る抽象化 した機能 モ デル とそ の

記述形式を提案 して い る ｡ 以下 に結果を示す ｡

且 D 電子カルテ システム の 機能が今回提案した9種のF DE を用い て 表現で き
, 機能 とF D E 間の

関係が10 種の 関係を用 い て表現で きる こ とを示 した｡

2 ｡ 電子カルテ シ ス テム の 機能間の 関係 として 6 種 の パ タ ー

ンを抽出し
､ 各パ タ

-

ンは ､ U M L

の クラス図で既 に用意 されい る関係および制約記述に加え､ 新た に 2 つ の関係 ( ｢ 前提

として必要関係｣ ,
｢拡未開係｣ ) を用い表現で きる こ とを示 した ｡

3 . 上記1 ､ 2 を表現するメタ機能モデル をUM L (U nifi ed M od eli n g L a n g u a g e) ク ラス 図を用

い
, 機能 の新たな記述形式と して提案した ｡

4 ｡ 本研究で開発 した機能 の 記述形式は , 既に報告されて い る電子カルテ シ ス テム の機能の

記述形式 に比 べ
, ①機能を多軸に分類で きる点 , ②F D E の 単純比較やF D E 内で の階層関係

を用い た比較 によ り機能 の類似点や相違点を明示で きる点 , ③機能 の構造や 関係を視覚

化で きる点で優れて い る こ とを示 した｡

以上 より , 本研究は社会医学 の進展 に寄与するもの で あり , 学位 の 授与に催するもの で ある

と考え られる｡
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